
00 2425 2019.7　広報 広報 　2019.7

ゆたかな心をはぐくむ
123 人権教育・啓発課　☎（232）2113人権のひろば

学 校
♪

14

　人権学習「ほんとう
の友だち」では、決め
つけはいけないという
ことを学習しました。
また、友だちがいじめ
られていたら、「やめて」
と言えるような人にな
りたいと思いました。

　私は、体育のキックベースボールの試合で男の子に、
「女子のせいで負けたんだよ」と言われ、決めつけら
れたことがいやだったとみんなに話しました。一生懸
命がんばっているのに、なぜ、女の子だけのせいなの
か。とても悲しい気持ちになりました。どうしてそん
なことを言ったのかを聞くと、「勝ちたい気持ちが強
くて、そんなことを言ってしまった」と答えてくれま
した。私は初めて、言った人の気持ちに気付くことが
できました。これからどうしていけばよいのかについ
てみんなで考えると、言ってしまった人だけではなく、
その状況を見ているだけだった人も、「次がんばろう

ね」のようなあたたかい言葉をかけたらいいと発表し
てくれました。
　私は、みんなが真剣に考えてくれてとてもうれし
かったです。そして、私はみんなで真剣に考えること
ができたので、次のキックベースボールの試合がとて
も楽しみになりました。
　楽しみにしていたキックベースボールの試合があり
ました。私が上手にボールを蹴れなかったときに、男
の子が「次、がんばろうね」と声を掛けてくれました。
私は、とても嬉しかったです。みんなに話してよかっ
たなと思いました。ほんとうの友だちを学習して、大
切なことを学ぶことができました。これからも友だち
を大切にしていきたいです。

（先生から）この学習を通して決めつけのおかしさに気付き、
みんなの前で一生懸命発表してくれました。笑
麻さんの想いが届き、みんなで真剣に考えるこ
とができました。これからあたたかい言葉がど
んどん増えていくといいですね。

「ほんとうの友だちを通して学んだこと」
菊陽西小学校　3年　本田　笑

え

麻
ま

（現在４年生）

　1950年（昭和25年）の外国人の入国者数は１万８
千人でしたが、2017年（平成29年）には約2,743万
人と1,524倍に増加しています。また、在留外国人
は238万人を超え過去10年で約40万人も増えてい
ます。（法務省：2016年在留外国人統計）
　「外国人は日本政府の許可を得なければ日本に在
留できない」この根拠になるのが「入管法」です。
正式には「出入国管理及び難民認定法」という名称
です。在留の許可に相当するのが、28種類の「在
留資格」ですが、2019年４月からは新たな「在留
資格」として「特定技能」が創設されました。日本
の人口減少や労働力人口の減少に伴う経済政策と
しての改正といえます。今後も外国人の増加は予
想されます。菊陽町でも外国人住民の人数は2016
年（257人）→2017年（310人）→2018年（346人）
→2019年４月（417人）と増加しています。日本に
住むようになったいきさつにはさまざまなものがあ
ります。そして、外国人にとっては日本で生活する
上では、言葉の壁、心の壁、制度の壁、文化の壁な

どが感じられます。日本で暮らすようになったある
子どもが「ぼくは生まれも育ちも日本だ。でもお父
さんはアメリカ人でお母さんは日本人。お父さんは
英語しか話せないので、お母さんがいつも通訳して
くれていた。勉強は言葉がわからず、考えることが
できなかった。授業が分からないのでぼーっとして
いた。でも、中２の時、お父さんと英語で話せるよ
うになったらと先生に言われ、英語を頑張った。英
語が分かるようになり数学も少しずつ分かるよう

になった。いろんな外国
にルーツを持つ子どもた
ちがいることを先生たち
には分かってほしい」と
語っていました。さまざ
まな違う文化を持つ人た
ち同士が共に生き合う多
文化共生の地域づくりが
求められます。

多文化共生社会の実現を目指して

人権啓発標語 「ひとりじゃないよ　そばにいるから　だいじょうぶ」
武蔵ヶ丘北小学校　３年　吉松　珀

ひ
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～「入管法」４月改正を通して考える～
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友だちを大切にしていきたい

菊陽中学校

　本年度は187人の新入生を迎え、521人の生徒たちと先生た
ちでスタートしました。全ての教育活動の基盤に人権教育を据
え、授業はもちろん、さまざまな学校行事を通して人間形成を
推進しています。
　本校は、熊本県教育委員会指定「道徳教育研究推進校」の指
定を受け、２カ年にわたり研究を進めています。さまざまな体
験活動を通して「命を大切にする心」「自然に対する畏敬の念」
「自他を大切にする心」「郷土を愛する心」などを醸成するとと
もに、「考え議論する道徳科授業」を創造し、学校全体で道徳
教育を推進していきます。

一人一人が大切にされる学校です

テーマに沿って班の意見を出し合い、代表が発表しています


